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1. 環境経営方針 

《経営理念》 

五島冷熱株式会社は、 

お客様の事業の発展に役立つために、 

その設備保全の安心と信頼、そして、省エネルギーや地球環境保護に尽力いたします。 

自然環境と共生できる冷熱技術を目指し、 

お客様・協力業者様・社員全員が満足できる活動で、産業界の発展に貢献いたします。 

《行動方針》 

1. 省資源、省エネルギー、リサイクル活動の推進をします。 

① 水、電気、化石燃料の削減 

② 産業廃棄物の削減、適正な管理・処理 

③ 古紙のリサイクル、用紙類使用量の削減、資源ごみのリサイクル化 

④ フロンガスの適正な充填・回収 

2. 環境関連の法規等を遵守します。 

3. この環境方針は全社員に周知させ、環境保全活動の意識向上を図ります。 

4. 環境経営の継続的改善を行います。 

 
2023年 4 月 1日 

五島冷熱株式会社 
代表取締役社長 五島 秀 

 



2.取組の対象組織・活動 
《組織の概要》 
① 名称および代表者名  五島冷熱株式会社 

代表取締役社長 五島 秀 
② 所在地 本社    〒003-0011 北海道札幌市白石区中央 1 条 5丁目 6-14 
③ 環境管理責任者及び担当者氏名連絡先 

 環境管理責任者 ：伊藤 孝邦 
 事務局：沢田 博  
 連絡先 TEL 011-821-4415 
     FAX 011-821-4419 
     E-mail：sawada@goshima.jp 

④ 事業内容 空調・冷凍冷蔵設備のシステムエンジニアリング 企画・設計・施工・保守 
     管工事業 

内装仕上工事業 
     熱絶縁事業 
     フロン回収 
     フロン充填 

管工事業 北海道知事(特-2) 石 第 755 
内装仕上工事業 北海道知事(般-2) 石 第 755 
熱絶縁工事業 北海道知事(般-2) 石 第 755 
札幌市指定給水装置工業事業者 第 3-575 
札幌市排水設備指定工事業者 第 758 
高圧ガス保安協会 冷凍空調施設工事事業所 <1-A-79> 
第１種フロン充填回収業者 <0110000019> 

⑤ 沿革 昭和 42 年 10 月  有限会社 五島冷機商会 
昭和 51 年 11 月   組織変更して五島冷機株式会社とする 
平成 14 年 5 月    組織変更し五島冷熱株式会社とする 

⑥  事業規模 資本金 3,400万円 
      従業員 14名 
      売上高 456 百万円（2022 年度実績） 
      床面積 （倉庫含む）893.98 ㎡ 

⑦  事業年度 5 月～4月 
⑧ 認証・登録の対象組織・活動 

 登録組織名：五島冷熱株式会社 本社 
活動：空調・冷凍冷蔵設備の企画・設計・施工・保守 
 
 



3.組織図及び実施体制  

 
 
 
 
 
 
 

  
構成要素 役割・責任及び権限 
代表者 《社長》会社を代表し、会社業務のすべての執行を統括する 

1. 「環境方針」を策定・見直し及び全社員への周知徹底を図る 
2. 環境管理責任者(MR)、EA２１推進事務局・担当者を任命する 
3. 「環境目標・環境活動計画」を承認する 
4. 全体の評価と見直しを実施する 
5. 「環境経営レポート」を承認する 

環境管理責任
者（MR） 

《伊藤考邦》 
1. 「環境経営システム」の構築・実施・管理する 
2. 「環境関連法規等」取りまとめ表、「運用手順」を承認する 
3. 「環境目標・環境活動計画」を確認する 
4. 代表者への「環境活動取組結果」を含む見直しのための報告をする 
5. 「環境経営レポート」を確認する 

事務局 《沢田博》 
1. 環境管理責任者のサポート・環境委員会の事務局 
2. 「環境関連法規等」とりまとめ表、「運用手順」作成 
3. 「環境活動」の原案作成及び実績集計、検証、措置を行う 
4. 外部コミュニケーション記録の作成 
5. 「環境経営レポート」の作成 
6. 環境への負荷の自己チェックシート、取組の自己チェックリストの作成 
7. 社員に対する教育訓練を実施する 
8. 文書・記録の管理 

各担当責任者 1. EA21環境マネジメントシステムの運用実施 
2. 特定の項目の「運用手順」作成、運用管理を行う 
3. 各部門の教育・訓練の実施 
4. 各部門の環境上緊急事態対応 
5. 各部門での各種運用記録をＭＲへ報告 

 

代表者 

事務局 

環境管理責任者（MR） 

工事 G  

管理 G  

空調衛生 G
 

営業設計 G 



4.環境経営目標とその実績 
 
購入電力・自動車燃料使用量の 2023 年度は、2023 年 5 月～2023 年 7 月の運用期間で、
CO2 排出量との比で 2022 年度の基準値とし、以下の目標を定めます。 

 
項目 単位 基準値 目標値 

2023年 
5～7 月 

2023年度 2024年度 2025年度 

二酸化炭素総排出量の
削減 

kg-CO2 61,958.00 -1% -1% -2％ -3％ 

電力使用量 kWh 33,494.00 -3％ -3％ -7％ -10％ 
自動車燃
料使用量 

ガソリン ℓ/百万
円 

17.4 -1％ -1％ -2％ -3％ 

軽油 ℓ/百万
円 

18.6 -1％ -1％ -2％ -3％ 

ガス使用
量 

LP ガス ㎏ 29 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 

灯油使用量 ㎥ 1,222.00 0 -3％ -7％ -10％ 
一般廃棄物 ℓ 3,840 -5％ -5％ -7％ -10％ 
産業廃棄物 ㎥ 93.0 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 
コピー用紙 枚 56,500 -1％ -1％ -1％ -1％ 
水使用量 ㎥ 128 維持管理 維持管理 維持管理 維持管理 

化学物質(フロン類) ㎏ 3,618 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 
電力排出係数 0.549 北海道電

力 2021 年 
    

業務改善提案 件/人  年 1件以上 年 1件以上 年 1件以上 年 1件以上 
環境負荷低減の発信   提案数管理 提案数管理 提案数管理 提案数管理 
利用者サービスの改善   提案数管理 提案数管理 提案数管理 提案数管理 

・電気使用量の削減については、無駄を省き、省エネを推進します。 
・作業工程の等の見直し・改善により燃費向上、燃料削減に努めます。 
・一般廃棄物の削減については、分別ルールを徹底し再資源化を図ります。 
・産業廃棄物については、売上に比例するので、目標設定はしません。法規則を遵守しま
す。 
・水使用量の削減については、もともと使用量が少ないので、目標設定は不要とした。節
水のルールを決め取り組みを継続いたします。 
・プロパンガスの使用量削減については、目標設定はしません。法規則を遵守します。 
・化学物質使用量は、業務量に比例するので、削減目標は不要とし、適正に管理します。 



2023 年 5 月～7 月の環境経営目標とその実績 

項目 単位 

目標値 
2023年度 5月～7 月 

評価 
目標 実績 

二酸化炭素総排出量の削減 kg-CO2 12,772 15,286 業務量増加による。 
電力使用量 kWh 3,466 4,125 工場稼働多いため。 

自動車燃料使
用量 

ガソリン ℓ 1,775 2,935 長距離移動が多かった。 
軽油 ℓ 2,545 2,352 達成 

ガス使用量 LP ガス ㎏ 維持管理 4.8 昨年と比較して 33％減 
灯油使用量 ℓ 0 0 使用していない 
一般廃棄物 ℓ 912 950 実績が前年並みだったが

未達成。 
産業廃棄物 ㎥ 適正管理 7.3 昨年と同様に適正管理で

きた。 
コピー用紙 枚 0 0 購入が年度末のため 0。 
水使用量 ㎥ 維持管理 23 昨年と比較して同水準だ

った。 
化学物質(フロン類) ㎏ 適正管理 0 在庫があり、購入は０。 

業務改善提案 件 年 1件以上 0 今後衆知を集めて実施し
てもらう。 

環境負荷低減の発信 件 設定せず 2 今後も継続する。 
利用者サービスの改善 件 設定せず 6 今後も継続する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



5.環境経営計画の取組結果 
運用機関（2023 年 5 月～2023 年 7 月）の実績及び取り組む結果の評価 
取り組み項目 活動内容 取組結果 見直し 

CO
2

排
出
量
削
減 

電力の削減 ・空調温度の適正化 
（冷房 26℃、煖房 24℃） 

〇良好 無 

・OA 機器等未使用時の電源OFF 〇良好 無 
・社内照明の LED化 〇良好 無 
・不在場所の消灯 〇良好 無 

自動車燃料の削減 ・エコドライブの徹底 〇良好 無 
・車両整備の徹底 〇良好 無 
・現場通勤ルートの効率化 〇良好 無 

灯油の削減（工場・倉庫） ・不在時の未使用 〇良好 無 
・温度管理を行い適正温度 〇良好 無 

ガスの削減 ・水温を低めに設定する 〇良好 無 
・お湯を出しっぱなしにするなど、ガ
スを無駄遣いしない 

〇良好 無 

廃
棄
物
排
出
量
削
減 

産業廃棄物の削減 ・廃掃法を遵守する。 〇良好 無 
・メーカー（代理店）に引取りしても
らう。（交換工事） 

〇良好 無 

一般廃棄物排出量の削減 ・分別の徹底 〇良好 無 
・リサイクル化の徹底 〇良好 無 
・作業ミスによる紙の廃棄量削減 〇良好 無 
・裏紙の利用 〇良好 無 

水使用量の管理 ・節水の徹底 〇良好 無 
化学物質使用量の管理 ・フロン購入量・使用量の管理 

・適正なフロン充填・回収の実施 
〇良好 無 

業務改善提案 ・業務改善提案を提出する仕組み 
・環境に関わらず業務改善につながる
ものを含む 
・ヒヤリハットを含む 

×不良 無 

環境負荷低減の発信 
利用者サービスの改善 

・温暖化係数（CO2排出係数）の低い
機器の提案 
・環境負荷低減（利用者定期管理方法
の伝達） 

〇良好 無 

 
 
 



6.環境経営計画の内容と評価と次年度の取り組み 
 
環境方針及び環境目標を達成する為に、下記環境活動を設定し環境活動を推進します。 
また、2023 年 5 月～7 月の環境活動への取り組みを評価し、今後及び次年度も環境保全活
動を推進していきます。 
主要項目 評価 次年度の計画 
電力使用量の削減 目標は未達成であった。業務量が増加し、工場での作

業が増えたため。 
継続 

自動車燃料の削減 目標は達成できた。ただ、現場などの受注件数や、作
業場所への距離が一定しない。 

継続 

灯油の削減 この期間の使用はなかった。 継続(温度設定
など) 

ガスの削減 給湯のみの使用で昨年度比使用量は減少した。 継続 
産業廃棄物の削減 昨年度と比較して排出量は増加した。 継続 
一般廃棄物の削減 目標は未達であった。分別や紙の再資源化は実施でき

た。 
継続 

水使用量の管理 昨年度と比較して使用量は微増した。節水に努めてい
る。 

継続 

化学物質使用量の管理 購入量は 0、業務対応は、在庫で対応できている。 
フロンの充填回収は問題なく実施できた。 

継続 

業務改善提案 不慣れな点あり、今後提出あることに期待。 継続 
環境負荷低減の発信 
利用者サービスの改善 

エネルギー価格高騰対策もあり、省エネへの関心と助
成金制度を絡めて発信あり。 
定期的なメンテナンス、新規設置のサービス体制整備
を図っている。 

継続 

無事故・無災害への情
報収集 

この期間、無事故・無災害であった。安全性・効率化
等の重要性を全員に指導していく。 

継続 

 

 

 

 

 



7.環境関連法規制等の違反、訴訟等の有無 

（2022 年 5 月～2023 年 4 月） 
主な法律など 遵守事項 適否 
廃棄物の処理及び清掃に関する法律 委託契約､マニュフェスト管理 遵守 
産業廃棄物の保管施設のガイドライン（北海道） 保管施設の基準 遵守 
資源の有効な利用の促進に関する法律 再生資源化促進 遵守 
建設リサイクル法 廃棄物発生の抑制 遵守 
特定家庭用機器再商品化法 特定家電の適切な引渡し 遵守 
使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律 当該物の適切な廃棄 遵守 
札幌市告示（事業系一般廃棄物） 委託契約 遵守 
札幌市火災予防条例 灯油タンクの管理 遵守 
水質汚濁防止法 同上、漏洩時の対応 遵守 
フロン排出抑制法 フロンの管理、帳票類、届出 遵守 
労働安全衛生法 SDS の入手と周知 遵守 
高圧ガス保安法 ボンベ類保管状況の管理 遵守 
一般高圧ガス保安規則 同上 遵守 
道路運送車両の保安基準 車検 遵守 
自動車リサイクル法 自動車引渡し時 遵守 

・関係機関からの訴訟等はありませんでした。 
・外部からの環境に関する苦情や要望はありませんでした。 
・環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘はありませんで
した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



8.代表者による全体評価と見直しの結果・指示 
・環境方針の改定は？（見直しの必要性）   
環境経営方針の改定の必要性はない。     
・環境目標の改定は？（見直しの必要性）   
前年度に比べ、業績回復との絡みで消費エネルギー増加が見込まれるが、今後も継続し、
当面状況を見届けたい。   
・環境活動計画（手順、スケジュール、責任体制等）の改定は？（見直しの必要性）  
初年度でもあるので、今後も継続し、情勢を見届けたい。   
・環境経営システム（仕事の方法や基準、法規制、緊急事態、必要な資源、実施体制）の
改定は？(見直しの必要性)   
運用を始めたばかりであり、実施体制を含む環境経営システムの変更の必要性はない。 
・実施体制、その他―変更の必要性「無」 
運用結果など特異性が生じるか、推移に注目していきたい 
 
2022 年度（2022/5～2023/4）を基準年とし集計を行う。 

 
9.環境活動の紹介 
・ボランティア活動 
 さぽーとほっと基金に寄付しました。 
 地球環境基金に寄付しました。 
 
・クリーンなエネルギー「再生可能エネルギー」の活用として 
  ・太陽光発電 

⇒屋上に太陽光発電パネルを設置し北海道電力に供給 
・雪冷房システム 
⇒冬季積雪を活用した、冷房システム 

 
・環境経営レポートの公示方法 

⇒公示希望者に対して都度対応していく。 
以上 


